









Current Status of Sakai Project




2003年 12月に Andrew W Mellon Foundation から
の研究助成により立ち上がった Sakai Projectはまもな
く 8年になろうとしている．大学の情報化の観点から

















北米の高等教育機関では，Andrew W. Mellon 財団
や NSFによる支援の下，大学ポータル構築のための開
発フレームワークとして大きな成功を収めた JA-SIG
(Java Architecture Special Interest Group) の uPor-
tal を発端に，ユーザ認証・権限管理を目的とした JA-
SIG [1] の CAS (Central Authentication Service) や
Internet2の Shibboleth，アプリケーションのモジュー
ル化を推進することを目的とした M.I.T. OKI (Open
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年から開発が始まったWebCT (Web Course Tools)は，
この十数年間で，各大学の教育学習活動を支える「コー







































応するため，IMS Global Learning Consortium では，
Sakai Foundation の初代 Executive Director を務め
たミシガン大学の Chuck Severance らを中心に Basic
Learning Tool Interoperability (LTI) の策定が進めら
れ，Sakai, Moodle, Blackboard などの CMS プラット
フォームや uPortal での実装が進められている [7, 8]．
3.2.教材のポータビリティ
教材の標準化については，ADL SCORM (Sharable
Content Object Reference Model)や IMS QTI (Ques-

















利用できる個人学習記録 (Personal Learning Recoard,
PLR)の整備が必要になってくるであろう．そのための
ポートフォリオデータの標準化も IMS Global Learning




















なお，Sakai を推進してきた Sakai Foundation と
uPortalや CASなどを推進してきた Jasig Foundation
は，この秋を目処に合併し，新たな NPO として再出
発することになっている．これは，Sakai Foundation
が教育寄りの Academic Computing に関連する大学
人コミュニティに対して，Jasig Foundation は業務寄
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